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フィンランド語における属格と接格・向格の 
統語的・意味的機能の類似について 
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0. はじめに 
 フィンランド語1 の属格と場所を示す格である接格や向格2 は、統語的・意味的機能に
関していくつかの類似点があると考える。属格と接格の用法が類似した例を以下にあげる。
属格と接格で示された語をそれぞれ囲い線で示す。 
 
(1)    Lapsen          oli                           ikävä        äitiään. 
子供.GEN       である.3SG.PAST   恋しい      母親 
子供は母親が恋しかった。 
(佐久間 2004: 178) 
 
(2)    Lapsella       oli                           ikävä       äitiään. 
子供.ADE       である.3SG.PAST    恋しい     母親 
子供は母親が恋しかった。 
(佐久間 2004: 178) 
 
(1)と(2)の文意はほぼ同じであるが、(1)では意味上の主語は属格で表示されており、(2)
では接格で表示されている。卒業論文ではこのような属格と接格・向格の用法を比較し、
この用法における統語的・意味的な類似点・相違点を明らかにした。本稿中のグロス、日
本語訳、例文番号、囲い線、下線は特に断りがない限り筆者による。 
 
1. 先行研究 
 ここでは先行研究内の記述をもとに属格と接格・向格の用法を筆者がまとめ直した。属
                                                        
1
 フィンランド語はウラル語族、フィン・ウゴル語派、バルト・フィン諸語に属する言語であり、主にフ
ィンランド国内で話される。話者数は約 500 万人。子音音素は 13 個、母音音素は 8 個である。母音調和
や子音階程交替などの現象がある。類型論的には膠着語である。基本語順は SVO である(松村 1992: 678
要約)。本稿での表記は正書法に倣う。 
2
 フィンランド語は主格対格型の格表示体系を持つ言語である。松村(1992)に倣い、本稿では格の数は全
部で 14 とする(主格、属格、分格、内格、出格、入格、接格、奪格、向格、様格、変格、欠格、共格、具
格)。本稿で扱う 3 つの格(属格、接格、向格)のうち、属格は接尾辞-n を用いて表示される。接格と向格
は基本的に場所関係を表わす格である。接格は接尾辞-lla/-llä を用いることで外部(上・表面・近傍)におけ
る静止位置「～の上で」を表わし、向格は接尾辞-lle を用いることで外部における到着点「～の上へ」を
表わす。接格の接尾辞には母音調和による異形態が存在する。 
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格については松村(1992)と Sulkala(1992)を、接格・向格については Sulkala(1992)を参照し
た。再分類した 3 つの格の用法を比較し、それぞれの類似点と相違点を以下の表 1～3 にま
とめる。3 つの格で類似した用法は太字と枠線で示してある。 
 
表 1: 属格名詞句の用法 
統語機能 主な意味役割 
名詞的要素の修飾3   
非定形動詞に関わる 動作主 
非人称構文に関わる 責任者、経験者 
コピュラ文における補語 所有 
単数対格目的語 対象、被動者など 
 
表 2: 接格名詞句の用法 
統語機能 主な意味役割 
副詞的な用法 場所(静止位置)、時間、所有、被使役者 
特定の構文における用法 
存在文4 場所(静止位置) 
所有文 所有 
経験者構文 経験者 
 
表 3: 向格名詞句の用法 
統語機能 主な意味役割 
副詞的な用法 着点 
特定の構文における用法 
存在文5   
所有文   
経験者構文 経験者 
 
                                                        
3
 属格名詞句における名詞的要素の修飾に関しては、属格で表示した修飾部の意味によっていくらでも意
味を設定できるので表 1 では空欄とし深く立ち入らない。 
4
 松村(1992)によれば、「存在文」は「場所格名詞句＋自動詞＋主格または分格の名詞句」で表される。接
格や向格など場所関係を示す格は場所格と呼称する。ここでは場所格で表示されていない方の名詞句を存
在文の主語とみなす。その場合「存在文」は以下の特徴を持つ(なお、存在文ではない一般の自動詞文を
普通文と称する)。①普通文の主語は常に主格で現れるのに対し、存在文の主語は肯定文で主格または分
格、否定文では分格で表示される。②普通文の動詞は人称、数において主語と一致するが、存在文の動詞
は常に 3 人称単数形である。③普通文の主語は通常は動詞の前におかれるが、存在文の主語は動詞の後ろ
におかれるのが普通である。一方、存在文の自動詞が olla「である」ならば、所有を表わす文に相当する
意味を持つとされる。佐久間(2004)ではこのような文を「所有文」として扱っている。「所有文」の構文
上の定義は「存在文」と同じとする。本発表の「存在文」「所有文」の定義はこれらに倣う。 
5
 向格名詞句を用いた存在文、所有文は先行研究内で見られなかったため、表 3 中の意味役割の箇所は空
欄にしてある。 
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 上で示したように所有や経験者を表わす用法に関して類似していると言うことができる。 
 表 1～3 を踏まえて、調査を進める際に以下のことを念頭に置く。 
 
①向格名詞句に所有の用法は認められるのか。ある場合は属格・接格とどのような違いが
あるのか。 
②太枠線内の類似した用法は、それぞれの格を用いることでどのような相違点があるのか。 
 
 向格名詞句の所有の用法について、先行研究内に具体的な記述を見ることはできなかっ
た。もし向格名詞句の所有の用法を認めることができれば、属格や接格の用法により類似
しているということを示すことができる。 
 
2. 研究方法 
 本研究の調査は次のような手順で行う。まず考察に必要な用例を抽出する。用例を集め
るためのテキスト資料としてフィンランド語で書かれた小説6 を用いる。これを転写した
テキストファイルを antconc という検索ソフトにかけて用例を収集する。検索する際に属
格、接格、向格を指定しその格が付与されている単語を含む文が選出されるように設定す
る。次に、収集した用例をそれぞれの統語機能に分類する。分類の基準は表 1～3 に従う。
表 1～3 を見ると、問題となる 3 つの格の用法で類似したものは所有文や経験者構文などを
含む非人称構文である。したがって用例の分析は非人称構文に焦点を当てる。非人称構文
の定義は義務・当然の構文、存在文、所有文、経験者を表わす構文に共通した特徴を持つ
ものとする。その特徴を以下に示す。 
 
< 非人称構文の定義 > 
①動詞の人称は常に 3 人称である。 
②それぞれの格で表示された語は常に動詞の前に来る。 
 
最後に、選出した非人称構文の用例を観察し問題の格で表示された名詞句の意味役割を
特定する。異なる格の場合と意味役割を比較し、3 つの格の類似点、相違点を考察してい
く。 
 
3. 調査結果 
3.1. 統語機能による分類 
 統語機能による分類の結果を以下に示す。非人称構文の欄は太字と枠線で示してある。 
 
 
                                                        
6
 用例収集に用いた小説は Nevalainen, Liisa. (1981) Musta sinfonia である。これはフィンランド語で書か
れた推理小説であり、総ページ数は 220 ページである。この小説を選んだのは、現在の筆者のフィンラン
ド語の力量を考慮した上で、用例収集が効率よく行えると考えたためである。 
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表 4: 属格名詞句の用例数 
統語機能 用例数 
名詞的要素の修飾 309(55.4%) 
単数対格目的語 108(19.4%) 
非定形動詞に関わる 85(15.1%) 
非人称構文に関わる 44(7.9%) 
コピュラ文における補語 12(2.2%) 
合計 558(100%) 
 
表 5: 接格名詞句の用例数 
統語機能 用例数 
副詞的な用法 234(77.5%) 
非人称構文に関わる 68(22.5%) 
合計 302(100%) 
 
表 6: 向格名詞句の用例数 
統語機能 用例数 
副詞的な用法 172(85.6%) 
非人称構文に関わる 29(14.4%) 
合計 201(100%) 
 
 表 4～6 で示したように、非人称構文に関わる格の用例はそれぞれ属格が 44 例、接格が
68 例、向格が 29 例であった。先行研究でまとめた用法に含まれないものは見られなかっ
た。 
 
3.2. 意味役割による分類 
 非人称構文に分類した用例をさらに意味で分類した結果を以下に示す。分類は表 3 に従
う。共通の意味である経験者の欄は太字と枠線で示す。 
 
表 7: 属格名詞句の用例数 
意味役割 用例数 
責任者 
(義務・当然・必要を表わす構文) 
31(70.5%) 
経験者(経験者構文) 13(29.5%) 
合計 44(100%) 
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表 8: 接格名詞句の用例数 
意味役割 用例数 
所有(所有文) 45(66.2%) 
場所(静止位置)(存在文) 13(19.1%) 
経験者(経験者構文) 10(14.7%) 
合計 68(100%) 
 
表 9: 向格名詞句の用例数 
意味役割 用例数 
経験者(経験者構文) 29(100%) 
合計 29(100%) 
 
向格名詞句の用例は経験者を表わすものしか確認できず、完全な所有の意味を持つと判
断できるものはなかった。 
 
4. 考察 
 属格、接格、向格の類似した用法の一つは非人称構文にあるということがわかった。特
に意味の点では経験者を表わす場合で類似している。ここではその場合、どのような相違
点があるのかという点を考察する。考察はそれぞれの格を比較して行う。 
 
4.1. 属格と接格の比較 
 非人称構文における属格名詞句と接格名詞句の共通の用法は経験者を表わす場合である。 
 
< 属格名詞句の場合 > 
(3)    Minun       tekee  mieli    soittaa                        sinulle. 
         1SG.GEN    したい.3SG     電話をかける.1INF     2SG.ALL 
         私は君に電話したい。 
 
(4)    Miten           Kertun       on                  käynyt? 
         どのように   PRN.GEN    である.3SG    生じる、なる.PASTP 
         ケルットゥはどうなったのですか？ 
 
< 接格名詞句の場合 > 
(5)    Kyllä    minä           tiedän                   että                teillä          kahdella     oli 
         そう      1SG.NOM    知っている.1SG    ということ    2PL.ADE    二つ.ADE    である.3SG.PAST 
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joskus    nuoruudessa     jonkinlaista    teerenpeiliä      keskenänne... 
時々       若いころ.INE     ある種の         浮気性.PART     彼ら自身に 
      そう、彼ら二人は、若いころ時々ある種の浮気性があったということを私は知ってい 
     る。 
 
 属格名詞句の(3)と接格名詞句の(5)を比べると、経験者という点ではあまり違いが感じら
れない。しかし、(4)の例文は「変化」を表わす意味を持つことが分かる。属格名詞句の経
験者構文の中にはこのような「変化」を示す用例がいくつか見られた。属格を伴う非人称
構文で経験者構文であるものの 13 例のうち、「変化」を表わすと思われる例はうち 5 例で
ある。「変化」を表すか否かはそれぞれの格で示された名詞句に共起する動詞によって判断
した7 。一方で接格名詞句にはこのように、「変化」を表わす用例はほとんど見られなかっ
た。したがって「変化」の有無が属格名詞句と接格名詞句の経験者構文における違いであ
ると言える。 
 
4.2. 接格と向格の比較 
 接格名詞句と向格名詞句の経験者構文では「変化」を表わす意味合いの有無が極端に異
なった。 
 
< 接格名詞句の場合 > 
(6)    Minulla    on                  kiire.  
         1SG.ADE    である.3SG    忙しい 
         私は忙しい。 
 
< 向格名詞句の場合 > 
(7)    Mitä         sinulle       oikein     on                  tapahtunut? 
         何.PART    2SG.ALL    結局        である.3SG    起こす.PASTP 
         結局君はどうなるのですか？ 
 
 (7)のように経験者構文として用いられる向格名詞句は 29 例であるが、全てが「変化」
を表していた8 。向格名詞句に伴う動詞には on tapahtunut「起こる、生じる」、tuli「なる」、
selvisi「明らかになる」などがあった。一方で、接格名詞句では「変化」を表わす意味的
な用法はほとんどなかった。 
 
4.3. 向格と属格の比較 
 向格名詞句と属格名詞句の場合ではどちらも「変化」の意味合いを表わす場合を確認で
                                                        
7
 「変化」の意味の付与に関わる動詞は表 10 に挙げる。 
8
 ただし向格名詞句の非人称構文の中には経験者用法と分類できるが若干所有の意味を感じさせるもの
があった。 
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きる。 
 
< 向格名詞句の場合 > 
(8)    Ja           Sepolle       selvisi                               totuus. 
         そして   PRN.ALL    明らかになる.3SG.CON     真実 
         そしてセッポには真実が明らかになるだろう。 
 
< 属格名詞句の場合 > 
(9)    Minun       teki  mieli               uutta                 auroa. 
         1SG.GEN    したい.3SG.PAST    新しい.PART     車.PART 
         私は新しい車が欲しかった。 
 
 非人称構文で向格名詞句が用いられる場合には(8)のように常に「変化」を表わす。一方
で属格名詞句の場合の(9)の例は「変化」を表わしていない。しかし 4.1 節で示したように、
属格名詞句は向格名詞句ほどの頻度ではないが「変化」を表わす場合も多少ある。 
 
5. まとめ 
1 節で、問題点の一つ目として向格に所有の用法は認められるのかという点を挙げたが、
非人称構文では所有の用法は見られなかった。よって所有という点から属格や接格との類
似は認められない。二つ目の問題点である、それぞれの格で類似した用法の違いに関して
は、以下にこれまでの考察の結果を踏まえて、属格、接格、向格の用法を類似点と相違点
に分けてまとめる。 
 
< 類似点 > 
①統語的な分類の観点から、3 つの格はその共通の用法に非人称構文を持つ(表 4～6 より)。 
②非人称構文において、経験者という共通の意味役割を担うことがある(表 7～9 より)。 
 
< 相違点 > 
①非人称構文では向格以外の格はそれぞれ独自の用法を持つ。属格名詞句は責任者(義務・
当然・必要を担う者)を表し、接格名詞句は所有や場所(静止位置)を表す(表 7～9 より)。 
②類似した用法である経験者構文においても、それぞれの格を用いることで、「変化」の意
味合いが付与される頻度が異なる。すなわち、向格＞属格＞接格、という順番で「変化」
の意味合いが付加される度合いは低くなっていく。 
 
②に関して「変化」の意味合いを判断する手がかりとして 3 つの格で表示された名詞句
とそれに共起している動詞を見る。「変化」を表わすと判断した用例数と動詞を以下の表
10 にまとめる。表中の動詞は例文中の活用形のままにしてある。 
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表 10: 「変化」を表わす用例数とその用例中の動詞 
  動詞(用例数) 「変化」を表わす用例数 / 経験者構文の全体数 
向格名詞句 
tuli「なる(過去形)」(11), on 
tapahtunut「起こる、生じる」
(7), kuuluu「なる」(5), olisi「で
ある(条件法)」(3), selvisi「明
らかになる」(1), oli noussut「上
がる」(1), levisi「広がる」(1), 
29 / 29 (100.0%) 
属格名詞句 
tuli「なる(過去形)」(3), tulee
「なる」(1), on käynyt「なる、
生じる」(1) 
5 / 13 (38.5%) 
接格名詞句     0 / 10 (0%) 
 
 表 10 を見ると向格表示の場合は「変化」の意味合いが必ず含まれ、接格表示の場合は含
まれない。属格表示はその中間であり「変化」の意味を含む時とそうでない時がある。よ
って「変化」を表わす程度によって格が選択されていると考えることができる。 
 
6. おわりに 
 以上、フィンランド語における属格と接格、向格の統語的、意味的機能について考察を
行った。今回の調査では扱うテキスト資料の分量が不足していたため今後はより大きな分
量のデータを扱いたい。その上で動詞との関連も含めながらより深い考察をしていきたい。 
 
略号一覧 
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1, 2, 3 人称 / 1INF first infinitive 第 1 不定詞 
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